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名古屋城天守閣整備事業の進め方について 
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１ 基本的な方針と取り組み 

 (1) 基本的な方針 

区 分 内 容 

市内部の共通認識

と円滑なコミュニ

ケーション 

・事業における考え方などの方針をはじめ、市内部で広く 

共有するために、本事業に係る行動指針を持ち、共通認 

識及び円滑なコミュニケーションを図る 

人権意識の向上と

当事者との建設的

対話 

・人権感覚を磨き、人権意識を高める 

・本事業全体において、当事者参画の場における建設的対 

話を行う 

特別史跡内におけ

る整備の丁寧な進

め方 

・特別史跡名古屋城跡の本質的価値を構成する石垣等遺構 

の厳格な保存管理が大前提であるため、史跡整備の基本 

的な手順を遵守し、有識者等関係者の理解を得ながら進 

める 

市民等への丁寧な

説明と理解促進・

機運醸成 

・市民等への丁寧かつ十分な情報提供に努め、本事業に対 

する理解を促進し、機運を高められるように取り組む 

・市民等の愛着や誇りを醸成するとともに、記録を適切に 

保存し、広く発信することで、現天守閣を記憶に留め、 

後世につなげる 

 

 (2) 取り組み 

市内部の共通認識のもと、２（１）に基づく取り組みを着実に進める。特に、

各方針を推進する上で重要な課題である「復元における史実性とバリアフリー

の両立」、「石垣等遺構の保存」、「現天守閣の価値の継承」、「市民等の理

解促進と機運醸成」については、重点的に取り組む 
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２ 課題への対応 

 (1) 復元における史実性とバリアフリーの両立 

  ア 基本的な考え方 

・共生社会の実現を目指す現代における歴史的建造物の復元として適切な事

例となるよう、木造天守全体のバリアフリーを進める 

・当事者からの意見聴取（ワークショップ）を経て選定した垂直昇降設備に

ついては、史実性との両立を図りながら、可能な限り上層階までの設置を

目指して検討を進める 

・バリアフリーの実現は全ての人の人権につながることであるという認識の

もと、行政として、木造天守のバリアフリーを推進する姿勢を明確に示

し、新たな対立を生まないよう、市内部の共通認識のもと、市民等へ正し

い情報発信を行いながら丁寧に進める 

 

  イ 当事者参画の進め方 

区 分 内 容 

方針決定 

・当事者参画の場を活用し、対話を通じて、どうしたら実現可

能かを検討し、丁寧な説明を行いながら、相互理解のもと方

針を決定する 

・適宜、市民等への情報発信を行い、理解促進を図る 

・市長、副市長、当局、健康福祉局はじめ関係局による十分な

調整・議論を重ね、本市としての共通認識のもと進める 

・史実性とバリアフリーの両立の検討にあたっては、有識者の

指導・助言を得ながら進める 

方針決定 

の流れ 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・要望 

指導・ 

助言 

相談 

バリアフリーの検討 

有識者 

 

有識者会議 

(名古屋城関係) 

方針決定 

(市) 

検討 

(市) 

 

当事者参画の場 
案 

(市) 
市民理解促進 

 ・情報発信 

 ・意見聴取 

相互理解 
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区 分 内 容 

対話期間 

・基本計画・設計段階だけでなく、木造天守完成に向けて、管

理・運用面の観点を含め、継続的・段階的に建設的対話を行

う 

開催方法 

・より丁寧に対話を行うため、月１回の定例の場とは別に、本

事業に特化した臨時の場として開催するなど、十分な対話の

時間を確保する 

出席者 

・出席者は、原則固定としているが、本事業については、変更

及び追加可能とする 

・当事者の意見・要望を直接伝えるため、必要に応じて、設計 

 ・施工事業者等も参加する 

主な 

検討内容 
・当事者の特性に応じたバリアフリー整備の内容を検討する 

開催時期 
・令和８年度末に一定のバリアフリー方針のとりまとめができ

るよう、５回程度の開催を想定する 

その他 

・適宜、各種会議に進ちょく状況を報告する 

・令和９年度以降も木造天守完成に向けて、管理・運用面の観

点を含め、継続的・段階的に建設的対話を行う 
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  ウ 垂直昇降設備の開発に至る経緯と技術開発等の状況 

   (ｱ) 垂直昇降設備の開発に至る経緯 

・多くの方が木造天守のより上層階まで昇降できる技術を募るために、令

和４年度に「名古屋城木造天守の昇降技術に関する公募」を実施し、木

造天守の構造を変更せず設置でき、車いすを使用する方と介助者が同乗

して各階で乗り換えながら上層階を目指せる技術を提案した事業者を最

優秀者として選定した 

・最優秀者と令和５年１０月から令和９年３月までの期間で、技術開発業

務を契約し、木造天守に取り付けられるよう開発を進めている 

・現在、技術的に可能な設置範囲を把握するため、垂直昇降設備本体の技

術開発と並行して、設置に伴う建物側の技術検討を進めている 

 

   (ｲ) 昇降技術本体の技術開発の状況 

・船舶等への導入実績のある垂直昇降設備をベースに、かご内部に十分な

空間を確保しつつ、木造天守の柱・梁の間に収まる大きさに小型化 

・木造天守の地震時の揺れに追従できる構造とするとともに、垂直昇降設

備の安全性や耐久性等を確保した仕様を明確化し、試作機製作に必要な

詳細設計や資料作成等を実施 

・現在、第三者機関の評定取得手続きを進めるとともに、試作機の製作を

行っている 

 

   (ｳ) 建物側の技術検討の状況 

・垂直昇降設備の設置場所の検討、垂直昇降設備の設置に伴う建物への影

響、床と昇降かごとの段差処理などの検討を行い、令和６年度において

は、木造天守の梁への設備の取付け方法や、柱・梁など主要な構造部材

の補強方法などの検討を行った 

・現在、観覧計画及び構造計画の検討や、避難誘導方法など防災計画の見

直しを進めている 
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   (ｴ) 開発中の垂直昇降設備の仕様 

区 分 内 容 

かごの内寸 奥行１,３５０㎜ × 幅９５５㎜ 

かごの出入口 幅８１０㎜ 

積載荷重 ５００㎏（車いす使用者１名と介助者１名が同乗可能） 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ｵ) 今後の予定 

・垂直昇降設備の安全性や耐久性等について第三者機関による評定の取得

を目指す 

・製作した試作機のかご等を階段体験館（ステップなごや）に展示し、本

技術を広く市民に周知する 

・昇降技術開発の状況及び建物側の技術検討状況等を踏まえ、観覧計画な

どの検討や、運用方法を含む垂直昇降設備の設置範囲の検討を行う 

・構造計画については、現天守閣解体後の大小天守台の内部石垣（穴蔵石

垣）の調査結果を踏まえて基礎構造を確定した後に、詳細検討を実施す

る 

 

天守取付部 

梁 

下階の床に接しない 

レール 

かご 

垂直昇降設備の概要 車いす使用者と介助者 

◀上階床 

◀下階床 
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 (2) 石垣等遺構の保存 

  ア 基本的な考え方 

特別史跡名古屋城跡の本質的価値の主たる構成要素である「加藤清正の築い

た壮大な大小天守台」をはじめとする近世期から残存する石垣は、その現状

を維持するよう厳格な保存管理を行う 

 

  イ 天守台及び周辺石垣の保存対策 

   (ｱ) 概要 

・本事業を予定している範囲の天守台及び周辺石垣について、現天守閣の

解体及び木造天守の復元を見据え、これまでの調査で把握した石垣の劣

化等に対して、保存を目的とした対策を実施する 

・令和５年度にとりまとめた石垣保存の方針に基づき、劣化状況や人の動

線などを考慮し、優先的に保存対策工事を行う必要がある石垣面から設

計を進めており、設計が完了し、現状変更許可を取得した石垣面（天守

台北側の対面の石垣）について、令和６年度から、順次、工事を実施し

ている 

 

   (ｲ) 天守台北側の対面の石垣の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ｳ) 今後の予定 

引き続き、文化庁や有識者の指導・助言を得ながら、現天守閣解体と木造

復元を一体とした現状変更許可の取得までに、必要な保存対策工事を実施

する 

対面の石垣 

天守台北側 
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 (3) 現天守閣の価値の継承 

  ア 基本的な考え方 

本市のシンボルである現天守閣について、市民等の愛着や誇り、記録や価値、

思い出等を保存・活用することで後世に継承する 

 

  イ 今後の予定 

   (ｱ) 記録の保存 

区 分 内 容 

映像の制作 
これまでの記録を活用し、現天守閣の開館当時の動線や

展示内容等を再現する映像を制作する 

解体時の記録・

活用 

建築物としての歴史的・構造的に重要な部分についての

躯体の内部構造等を記録し、活用する 

 

   (ｲ) 記憶の継承 

区 分 内 容 

市民アーカイブ

の推進 

現天守閣にまつわる写真や映像、資料、エピソード等、

市民生活とともにあった現天守閣への想いを収集し、ア

ーカイブとして可視化を図る 

市民等から多くの関心を集めてきた現天守閣の歩みを実

感できるよう、新聞や雑誌等の記録を収集し、アーカイ

ブとして可視化を図る 

「もの」による

記憶の継承 

現天守閣の部材を活用した展示やグッズ等を制作するこ

とにより、現天守閣に対する人々の想いや記憶を継承す

る 
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 (4) 市民等の理解促進と機運醸成 

  ア 基本的な考え方 

現天守閣の再建時と同様に、本事業に対する市民等の理解促進と機運醸成を

図り、共に復元を推進する 

 

  イ 今後の予定 

   (ｱ) 理解促進 

区 分 内 容 

市民向け説明会

及びシンポジウ

ムの開催 

事業の意義や進ちょく状況、今後の進め方等を丁寧に説

明する市民向け説明会や、本質的価値の理解を促すシン

ポジウムを開催する 

名古屋城公式ウ

ェブサイトにお

ける情報発信 

本事業の進ちょく状況等を分かりやすく伝えられるよう

ウェブサイトを再構成する 

 

   (ｲ) 機運醸成 

区 分 内 容 

機運醸成イベン

ト等の実施 

本事業を応援いただく事業者等（金シャチパートナー）

と連携し、機運醸成に向けたイベント等を実施する 

現天守閣の芳名

板の活用 

現天守閣再建当時の市民等の盛り上がりを実感できるよ

う、現天守閣の芳名板を展示する 

デジタル技術を

活用した木造復

元後の天守映像 

木造復元後の荘厳な天守を体感できるよう、ＶＲ（バー

チャル・リアリティー）映像を制作する 

階段体験館（ス

テップなごや）

の有効活用 

現天守閣にまつわる展示や、没入感のあるＶＲ（バーチ

ャル・リアリティー）映像等の体験を通じ、機運醸成を

図る施設として活用する 
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３ 事業の流れ 

木造天守復元 

    

史実性と 

バリアフリー

の両立 

石垣等遺構 

の保存 

現天守閣の 

価値の継承 

理解促進と 

機運醸成 

     

石垣保存方針 

石垣調査 

記録の保存と 

記憶の継承 

 

垂
直
昇
降
設
備
技
術
開
発
等 

 

市民討論会 

検証委員会 

での検証 

 

 
最終報告 

総括の説明 

 

 

 

建設的対話に

よるバリアフ

リーの検討 

導入 

 

 

 

 

天守台周辺石 

垣の保存対策 

穴蔵石垣 

詳細調査 

基礎構造決定 

天守台石垣 

保存対策 

市民等の 

理解促進 

と機運醸成 

復元 

解体と復元を 

一体とした全 

体計画の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復元計画 

 ・構造計画 

 ・防災計画 

 ・設備計画 

 

 

 ・バリアフリー 

復元原案 

整備基本計画 

とりまとめ 

議会や市民への説明 

復元検討委員会 

現状変更許可 

現天守閣解体 

整備基本計画修正 

現状変更許可 

製作 

障害者団体 

等への説明 

バリアフリー 

の方針 


